
さきがけ「自在配列」領域
3期生成果報告会

さきがけ「自在配列」領域の成果報告会を開催いたします。本さきがけ
研究領域は、2020年10月に立ち上がり、原子や分子を自在に結合、配列、
集合する手法を駆使して、新しい物質や構造体を生み出し、その構造が
もたらす新しい特性や機能を引き出すことにより、革新的な物質科学の
パラダイムを構築することを目指しています。今回のシンポジウムでは、
3期生として2022年度に採択された課題の研究成果を紹介いたします。
いずれの課題も挑戦的で独創的であり、多くの革新的な成果が生まれました。
皆様のご参加をお待ちしております。

国立研究開発法人科学技術振興機構 戦略研究推進部
さきがけ「自在配列」領域担当
E-mail: presto_pma@jst.go.jp

参加費無料

【日時】2026年2月24日(火) 10:00～16:00（受付開始：9:40）

【会場】AP市ヶ谷ルームC
https://www.tc-forum.co.jp/ap-ichigaya/access/

概要

問い合わせ先

主催

お申し込みはこちらから

https://form2.jst.go.jp/s/pma-sympo20260224

下記URLまたは右記コードからご登録お願いします。
会場参加を希望される方はお早めにご登録ください。

【参加定員】現地参加：100名、オンライン参加：200名
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13:00-13:20 新規配列解析法を利用した人工核酸アプタマーの開発
樫田 啓（名古屋大学）

13:20-13:40 原子精度での光合成色素分子の配列形成と光電変換機能の評価
今井 みやび（東京科学大学）

13:40-14:00
光励起時間分解SPMによる二次元材料の局所ダイナミクス解析
茂木 裕幸（筑波大学）

14:20-14:40
二次元配列構造解析におけるパラメータ推定の課題と深層学習
による解決指針
森川 大輔（東北大学）

プログラム

11:50-13:00 昼食休憩

10:00-10:10
開会挨拶
西原寛 研究総括（東京理科大学）

10:10-10:30 人工多核金属酵素の合理的設計: タンパク質内における金属
イオンの精密多点配置法
岡本 泰典 （自然科学研究機構）

10:30-10:50
色素・触媒部位の配列を指向したタンパク質エンジニアリング
大洞 光司（大阪大学）

11:10-11:30 自在配列による機能性タンパク質集合体の創成
鈴木 雄太（京都大学）

10:30-11:50 アッセンブリー補助によるタンパク質の配置制御
矢木 真穂（名古屋市立大学）

9:40-10:00 受付開始、Zoom Webinar入室

10:50-11:10 自在配列膜ペプチドで構築するミニマルチャネルタンパク質
新津 藍（理化学研究所）

14:00-14:20 メカノケミストリーを活用した2D超潤滑原子構造の自在創成
桑原 卓哉（大阪公立大学）

14:40-14:50 休憩

14:50-15:10
精密合成ボトルブラシポリマーに基づく相分離構造の創出
山内 祥弘（物質・材料研究機構）

15:10-15:30 バイオマス関連化合物の結晶内分子配列に基づく機能化
田代 省平（東京大学）

15:30-15:50
水素結合性無機構造体（HIF）を基盤とした新規ゼオライト
合成法開発
五十嵐 正安（産業技術総合）

15:50-16:00 閉会挨拶
西原 寛 研究総括（東京理科大学）
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